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はじめに 

 
本書は、AWSと Privateクラウド環境を接続する為の設定手順書です。 
 
 
本書を当社の許諾なく複製 または 第三者へ提供しますことはご遠慮下さい。 
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 AWS 接続オプションのネットワーク概要 
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 必要な情報 

 

作業を行うにあたって、以下の情報が必要となります。 

AWS接続オプションの設定完了通知に記載されている以下の情報をご確認ください。 

 

AWS ASN番号 PrivateASを設定する AS番号となります。5桁の

数値となります。 

仮想インターフェース 1の ID dxvif- で始まる文字列となります。 

正しい仮想インターフェースを承認する際に必要

となります。 

仮想インターフェース 2の ID dxvif- で始まる文字列となります。 

正しい仮想インターフェースを承認する際に必要

となります。 
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 VPC の作成 

 

※本手順は、VPCを作成されていない場合にのみ実施します。 

※既に VPCを作成されている場合は手順 5「仮想プライベートゲートウェイの作成と VPCへのアタ

ッチ」からの実施してください。 

 
 
 
 
 

 メニューの「サービス」-「ネットワーキングとコンテンツ」-「VPC」をクリック。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 左側メニューより「VPC」をクリックします。 
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 「Create VPC」をクリックします。 
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 以下の情報を入力し、「Create」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Name tag 任意の名前 

IPv4 CIDR block 任意のネットワークアドレス/プレフィックス 

IPv6 CIDR block No IPv6 CIDR Block 

Tenancy Default or Dedicated 

※このサブネットをメインにするかどうか、なので必要に応じて選択。 
 

 
 
 
 
 

 
 

 「The following VPC was created」を表示されたことを確認し、「Close」をクリックします。 

 

 VPCが作成されたことを確認します。 
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 サブネットの作成 

※本手順は、サブネットを作成されていない場合にのみ実施します。 

※既にサブネット作成されている場合は、サインインののち手順 5「仮想プライベートゲートウェ

イの作成と VPCへのアタッチ」からの実施してください。 

 

 メニューの「サービス」-「ネットワーキングとコンテンツ」-「VPC」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 左側メニューより「サブネット」をクリックします。 
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 「サブネットの作成」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 以下の情報を入力し、「作成」をクリックします。 

 

名前タグ 任意の名前 

VPC 任意の VPC 

アベイラビリティーゾーン 任意のゾーン 

IPv4 CIDR ブロック 任意の CIDR ブロック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



 

11 

 

 「次のサブネットが作成されました」を表示されたことを確認し、「閉じる」をクリックしま

す。 

 
 

 サブネットが作成されたことを確認します。 

 
 

 
複数のサブネットを作成する場合は、手順①～⑥を繰り返します。 
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 仮想プライベートゲートウェイの作成と VPC へのアタッ

チ 

5.1 仮想プライベートゲートウェイの作成 

 

 メニューの「サービス」-「ネットワーキングとコンテンツ」-「VPC」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 左側メニューより「仮想プライベートゲートウェイ」をクリックします。 
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 「仮想プライベートゲートウェイの作成」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 以下の情報を入力し、「作成」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

名前 タグ 任意の名前 

ASN カスタム ASN 
設定完了通知に記載されている AWS ASN 番号  

 
 
 
 
 
 
 

 

 「仮想プライベートゲートウェイの作成に成功しました」と表示されたことを確認し、「閉じる」

をクリックします。 

 

 仮想プライベートゲートウェイが作成されたことを確認します。 
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5.2 VPCへのアタッチ 

 対象のプライベートゲートウェイを選択し、「アクション」-「VPCにアタッチ」をクリックしま

す。 

 
 

 「VPC」でアタッチしたい VPC を選択し、「はい、アタッチします」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 状態が「attached」になったことを確認します。 
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 仮想インターフェースの承認 

仮想インターフェース作成完了の連絡を受けたら、以下の手順にて仮想インターフェースの承認を

行う。 

注意：仮想インターフェースは冗長化のため 2つ用意されています。2つのインターフェースに同

様の処理を行ってください。 

 

6.1 仮想インターフェースの承認 

 メニューの「サービス」-「ネットワーキングとコンテンツ」-「Direct Connect」をクリックし

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「 」ボタンでメニューを展開し、「仮想インターフェース」をクリックします。 
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 作成された仮想インターフェース 1 の IDをクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 仮想インターフェースの詳細情報が表示されるので、「承諾する」をクリックします。 

 
 

 以下の通りに選択し、「仮想インターフェースを承諾する」をクリックします。 
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ゲートウェイタイプ 仮想プライベートゲートウェイ 

仮想プライベートゲートウェイ VPCにアタッチされているゲートウェイ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 状態が「available」になったのを確認します。 

※状態が遷移するまで数十分かかります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

同様の処理を 仮想インターフェース 2 に対しても行ってください。 

6.2 仮想インターフェース削除の際の注意点 

仮想インターフェースの削除は GMO クラウドで行いますので、削除が必要になりましたら 

GMO クラウドまでご依頼ください。 


